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『曽根丘陵公園』
考古博物館、埋蔵文化財センター、研修センターの他
テニスコート、遊具広場など子供が遊べる施設もある。

『精進ブルーライン旧道』
国道358号線（精進ブルーライン）の旧道で、現国道は長い
右左口トンネルで峠を抜けるが、旧道は右左峠を越える。
峠にはまだ「中道町」「上九一色村」の町村境標識が残って
いる。（現在はどちらも甲府市）
今回のテーマの旧道の1つとしてプランニングしたが、
ＯＤを設ける前に山道になってしまい、更に途中からダートに
なってしまった。　前半には舗装が剥がれた様な路面もあるが
一応県道であり約６ｋｍのダート区間も全く荒れておらず、
走り易い道である。
しかし、数か所ある道を横切る排水溝がかなり深く、車高の
低い車では通行が難しいと判断し、コースから外しリエゾン
区間とした。　車高が低い車の方やダートが苦手な方は、
２図を直進し新道を走って、３図のスタート地点に向かって
ください。

『上九の湯』
旧上九一色村役場（現甲府市役所出張所）と
同じ敷地にある。
側には農産物直売所もある。
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『林道　大窪鶯宿線』
天気が良ければ、甲府盆地、南アルプスを
眺められる。

『林道　黒坂里道線』
峠辺りで、富士山の頭だけが
望める筈・・・

『芦川農産物直売所』
もう少しスペースが広ければ、道の駅を名乗るかもしれないが、
農産物直売所の他、小さな広場もあり、簡単な食事もできる。

『林道蕪入沢上芦川線』
すずらんの群生地を通り、国道１３７号（御坂みち）まで下って行く。
途中分岐する「水ヶ沢林道」の先にある新道峠からの河口湖と
富士山の眺めは素晴らしいが、林道終点から少し山道を歩く必要があり、
また試走時、土砂降りの雨にあってしまい、今回はパスする事にした・・・。

『御坂みち旧道』
国道１３７号線の旧道で、現在は県道７０８号線。
御坂峠（御坂トンネル）にある天下茶屋辺りからの富士山の眺めは有名である。
試走日は、生憎の天気で国道から旧道に入る車は少なく、天下茶屋周辺の
路上駐車も少なかった。

『林道西川新倉線』
この林道は、富士山と河口湖と、富士吉田市を眼下に
眺めながらドライブが出来る。
天下茶屋から県道をそのまま下っても眺めは良いが、
こっちの林道は車も少なくゆっくり楽しめる。

『新倉富士浅間神社』
五重塔（正確には忠霊塔）越しに見る富士山の
写真を偶然見つけたのが、今回のコースを
作成しようと思ったきっかけ。
試走時、見逃したが、東屋がある展望台から見る
富士山は、ほぼ左右対称に延びる稜線が綺麗だ。

『林道細野鹿留線』
御正体山登山口に至る林道で、途中ダートが残る。

『林道鹿留線』
２８図から林道鹿留線に入る。林道の管理が
山梨県から忍野村に変わる「二十曲峠」からも
富士山が眺められる。

二十曲峠を越えると、峠までの上りに比べて
あっさりと忍野村に下りてしまう。

『道の駅富士吉田』
ＯＱＭでもスタート、ゴールが置かれたが、今回の
コースのゴールとしてはぴったりの場所だろう。
なんたって、富士山の頂上にあった富士山レーダが
あるのだから！　試走時は残念ながら閉館後で
中には入れなかったが、ここからも富士山の頭を
眺める事が出来る。


